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「遺伝性血栓性素因患者の妊娠分娩管理に関する診療の手引き Q&A」の策定および 

普及・啓発活動と今後の改定に向けて 
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研究要旨 

 

 

A. 研究目的 

血液凝固制御因子であるアンチトロ

ンビン（AT）、プロテイン C（PC）、プロ

テイン S（PS）の遺伝的欠乏症により、

若年性に重篤な血栓症を発症すること

が知られている。これを遺伝性血栓性素

因という。遺伝性血栓性素因は、わが国

では海外と異なることが知られている

ため、欧米のガイドラインをそのまま流

用することはできない。 

近年、我が国でも増加している静脈血

栓塞栓症(VTE)のエビデンス収集ととも

に、その発症要因である遺伝性血栓性素

因の診療ガイドラインの作成を通して、

VTE の予知・予防の対策確立を目的とし

た。 

 

B. 研究方法 

ガイドラインの策定においては、特発

性血栓症研究グループが中心となって

国内外の文献や診療ガイドラインなど

を参考にし、安全な妊娠分娩と新生児の

管理に必要な情報を医療従事者に提供

することを目的に、クリニカルクエスチ

ョン（clinical question, CQ）に回答

する形で作成した。  

血液凝固制御因子であるアンチトロンビン（AT）、プロテイン C（PC）、プロテイン

S（PS）の遺伝的欠乏症により、若年性に重篤な血栓症を発症することが知られてい

る。これを遺伝性血栓性素因という。 

遺伝性血栓性素因は、わが国では海外と異なることが知られているため、欧米の

ガイドラインをそのまま流用することはできない。そこで本邦において公表された

データを参考に初年度には「遺伝性血栓性素因患者の妊娠分娩管理に関する診療の

手引き Q&A」（日本産婦人科・新生児血液学会誌 30(2)号、p5-54, 2021）を、そして

2年目には英文誌「Clinical guidance for peripartum management of patients 

with hereditary thrombophilia.」（J Obstet Gynaecol Res 47: 3008-3033, 2021.）

を発表した。さらに普及・啓発活動のための全国の医療者向けの Web セミナーを実

施した。セミナーでも多くの質問があり、妊娠中の抗凝固療法の管理に苦慮する現

場の声が上がった。セミナーでの質問を検証し問題点を抽出。次のガイドライ改定

版に向けての課題を整理し、改定版に反映する作業を進めている。 
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 さらに完成したガイドラインを基に

Webセミナーなどを通じて普及・啓発活

動を実施。寄せられた質問を整理し、次

回の改定版の資料とする。 

 

C. 研究結果 

初年度は、国内外の文献やガイドライ

ンを参考にして、「遺伝性血栓性素因患

者の妊娠分娩管理に関する診療の手引

き Q&A」（日本産婦人科・新生児血液学会

誌 30(2)号、p5-54, 2021）に掲載した。  

2 年 目 に は 、 英 文 誌 「 Clinical 

guidance for peripartum management 

of patients with hereditary 

thrombophilia.」（J Obstet Gynaecol 

Res 47: 3008-3033, 2021.）に掲載した。  

さらに普及・啓発活動のための全国の

医療者向けの Web セミナーを 2 回、実施

した。2021年 8月 20日には「遺伝性血

栓性素因患者の妊娠分娩管理に関する

診療の手引き Q&A」の解説を、2021年 2

月 2日に「特発性血栓症の臨床」として

Webセミナーを開催。各々201名、193 名

の参加者があった。 

この Webセミナーを開催した際に、今

後の改定版に向けて参考となる示唆に

富む質問を受けた。内容は大きくは、 

1.血栓リスクが高まる時期（あるいは

診療行為）に関するもの 

2.アンチトロンビン(AT)製剤の補充

に関するもの 

3.父親が遺伝性血栓性素因保有者の

場合について 

4.新生児期に関するもの 

5.その他 

であった。 

以上の様に、様々な質問や意見が視聴

者から寄せられた。実際の診療の現場で

妊婦の管理に苦慮している実情を伺う

ことができた。これらは今後の診療の手

引きの改定に役立つ内容と思われたの

で、班会議において情報を共有した。 

 

D. 考察 

2回の Webセミナーを通して得られた

質問内容から、以下に今後の課題につい

て列挙した。 

１） AT 欠乏症以外の場合、ヘパリン類

による抗凝固療法中の AT 製剤の補

充についてはどうあるべきか。 

２） 抗凝固療法中に維持すべき AT 活性

値についてどうあるべきか。 

３） 父親が遺伝性血栓性素因保有者の

場合の対応はどうあるべきか。 

４） 妊娠中の具体的な抗凝固療法はど

うあるべきか。          

などである。 

以上の課題を今後の改定版に反映し

ていきたい。 

特に AT 欠乏症では、最近の欧米の報

告でも I 型は妊娠中 VTE の高リスクで

あり、妊娠中は低分子ヘパリンの予防的

な投与や、あるいは抗凝固療法に加えて

AT製剤の補充の検討を提案している。ま

た欧米の報告では、原因不明の不育症や

胎盤関連合併症についてのアスピリン

と低分子ヘパリンの投与は、遺伝性血栓

性素因の有無に関わらず、また遺伝性あ

るいは後天性血栓性素因に関わらず、現

段階では多くの研究で予後の改善は示

されていないと報告している。 

今後はアンチトロンビン欠乏症につ
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いてはタイプ分類を積極的に盛り込ん

でいく必要があると考えられる。 

また、国内ではまだ明確には示されて

いない各血栓性素因の診断方法につい

て、国際血栓止血学会が AT,PC,PS 欠乏

症について推奨診断方法を提案してい

る。これらも日本人向けに改定していき

たいと考える。 

 

E. 結論 

遺伝性血栓性素因患者の妊娠分娩管

理に関して、改定すべき新たな問題点が

浮き彫りとなった。また海外でも、診断

方法の提案や治療法についても積極的

な介入が提案されるようになった。これ

らを今後の周産期領域の遺伝性血栓性

素因のガイドラインの改定版に反映し

ていくべきであると考えられた。 
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